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　今年、2018年12月８日に、電気通信大学は創立100年を迎えます。
　本学では、2012年にＵＥＣ基金 を設立し、（1）創立100周年記念事業と、（2）教育研究支援・環境整備
事業に向けて、2018年３月末までを第Ⅰ期と定めて、募金活動を開始しました。 2014年には、第Ⅰ期の中核
事業を①給付型奨学金制度と学生の海外派遣支援事業からなる修学支援事業と、②100周年キャンパス整
備・運営事業と再定義して、募金活動を行って参りました。ＵＥＣ基金に対しては、これまでに多くの皆様方
から寄附を賜りました。
　ここに、改めて、厚く御礼申し上げます。

～ 第Ⅰ期 １年延長のご案内 ～
　上記のように、これまで、ＵＥＣ基金 第Ⅰ期を2018年３月末までとして募金活動を行って参りましたが、
2018年度に入り、創立100周年の記念行事を執り行っていく中で、より多くの方々に本学を知って頂き、併せ
て、後に続く学生達への修学支援事業に向けた基金を少しでも積み上げていきたい との想いから、この度、
ＵＥＣ基金の第Ⅰ期を１年間、すなわち、2019年３月末まで延長させて頂くことといたしました。 卒業生をは
じめ、大学の教育研究活動にご参加頂いている皆様には、UEC基金へのご寄附と募金活動へのご協力を、
改めてお願い申し上げます。
　本学は、2013年に文部科学省の研究大学強化促進事業の対象機関 (19大学、３研究機構)の一つに選ば
れました。2017年度に行われた同事業の中間評価では、好評価(A評価)を得て、事業の継続（国からの交付
金の継続）が決まりました。また、H29年度には、科学技術振興機構JSTの「未来社会創造事業」に本学から
新たに２件が採択されました。
　この2018年４月からは、ＵＥＣ基金第Ⅰ期に頂いた寄附金を基に、大学院生向け給付型奨学金制度がス
タートしています。大学院生達の活躍が、さらなる研究力強化に繋がっていくものと期待しています。また、グ
ローバルな競争力と視点をもった人材育成を図る海外派遣支援制度では、2017年度下期からＵＥＣ基金に
よる学生の海外派遣を始めています。
　今後とも、学生の修学支援に向けて、ＵＥＣ基金へのご寄附・ご協力を、よろしくお願い申し上げます。

100 周年を迎えて
～ UEC基金 第Ⅰ期を2019年 3 月末まで延長～

電気通信大学長　福　田　　喬

■開催日時
　平成 30 年７月 15 日 日曜日
　午前１０：００～午後５：００

■開催場所
　電気通信大学 調布キャンパス

詳しくは、ホームページをご覧下さい。
http://www.uec.ac.jp

ＵＥＣ生涯メールシステムは、卒業生・修了生（中途退学者も可）、
退職教職員など、本学に所縁の皆様、全員が、無料で加入できます。
生涯に亘って変わらぬメールアドレス（XXX@mail.uec.jp）をお持
ち頂くことで、転職・退職後も、ご友人・先生方・研究室の先輩 /
後輩の方 と々の連絡を保つことができるようにとの思いから設けた、
電気通信大学のメールサーバを用いた転送メールサービスです。

　　　　　お申込み URL
　　　　　http://www.uec.ac.jp/uec-mail/

第 6回 ホームカミングデー UEC 生涯メールシステム



　本学では、現在、①給付型奨学金制度（UECスカラシップ制度）と海外派遣支援事業、②100周年キャンパス整

備・運営事業をUEC基金の中核事業と定め、募金活動を行っています。

　奨学金制度につきましては、2018年度から、新たに大学院生への給付型奨学金の支給が始まり、博士課程前期の

学生には大学院入学費相当額を各専攻１名（計４名、１年時に）、博士課程後期の学生には月３万円の給付型奨学金

を各専攻１名（各学年４名）に支給してまいります。学域生（学部生）向け修学支援金の給付も継続します。学生の海

外派遣支援では、2017年度下期から、既にUEC基金からの支出による海外派遣が始まっています。

　また、当初計画していた記念施設の建設は、ＰＰＰ*方式を導入することにより、４つの新棟建設を含む「100周

年キャンパス整備・運営事業」へと大きく展開しました。
＊ ＰＰＰ方式による100周年キャンパスの建設
  本学が採用したPublic Private Partnership方式によるキャンパスの再開発は、「本学が土地を提供し、企業が建設費／再開発費を

投資し、お互いがパートナーとして100周年キャンパス全体の整備・運営を行っていく方式」です。建設費は民間企業側が投資し、入
居費（賃貸料）をもって40年間で回収していきます。本学は建設資金の拠出を必要とはしませんが、職員宿舎、学生宿舎、UECアライ
アンスセンターの計４棟の建物の入居率を保証することで、協力して運営していくというものです。

　本学は、100周年キャンパスが魅力的なキャンパスで有り続けるよう努力をし、入居率を高く保持してゆく必要

がありますし、建物以外の運営上必要な設備や建物自体の整備等も本学の責任で行っていく必要があります。

2018年度、100周年キャンパスは契約で定められた保証入居率を越える状態でスタートいたしました。

　ＵＥＣ基金には、現在、「UEC基金（一般）」と「学資支援基金(経済的理由により修学が困難な学生向け）」の二

つの基金があります。

　本学の「学資支援基金」は、2016年度の税制改正により「経済的に修学が困難な学生に対する、給付型奨学金

や海外派遣支援金の支給といった修学支援に資するご寄附については、寄附者の方々が寄附金を税額控除の対象

とすることができる」こととなり設置した基金です。

　一般の学生を対象とした給付型奨学金や海外派遣支援に資するご寄附は、「UEC基金（一般）」にて受け付け

ております（こちらの寄附については、所得税控除を受けることができます）。

　なお、UEC基金では、第Ⅰ期に寄附して頂いた方々のご芳名を銘板に刻み、100周年キャンパス内に顕彰させて

頂きます。第Ⅰ期の期間延長に伴い、対象となる寄附の受付け期間も2019年３月末までと延長いたしました。

　電気通信大学（UEC）基金へのご寄附・ご協力を、よろしくお願い申し上げます。

ＵＥＣ基金へのご寄附の用途について
～ 大学院生向け給付型奨学金の支給開始 等 ～

ＵＥＣ基金　基金事務局長　木野　茂徳

UEC 基金のご紹介

電気通信大学の
「今」を動画でご紹介

UEC-Port と
UEC アライアンスセンターのご紹介

100周年キャンパス“UEC-Port”と、そこに建つUEC
アライアンスセンターについてのご紹介

キャンパスの空撮には、基金へのご寄附を活用させていただきました。

▲ 基金の概要
　 https://www.uec.ac.jp/kikin/about/

 https://www.youtube.com/watch?v=BwSLx6oPsVo&feature=youtu.be

▲ 100周年キャンパス “UEC-Port”
　 http://www.uec.ac.jp/100th/

uecport.html▲ 寄附金に対する税法上の優遇措置
　 https://www.uec.ac.jp/kikin/
　tax_break/

▲ UECアライアンセンター
　https://www.uecalliance.com



ご厚意に対する謝意として銘板による顕彰
　電気通信大学へのご協力に心より御礼申し上げます。UEC 基金にご寄附いただきますと、第Ⅰ期（2019 年
3月末まで）にご寄附をいただいた方につきましては、100 周年キャンパス“UEC-Port”内、UECアライア
ンスセンター1階に設置予定の銘板に、称号別にご芳名を刻印させていただき、末永く顕彰いたします。

▲ UEC基金にご寄附いただいた皆様のご芳名は、ホームページでもご紹介させていただいております。
　http://www.uec.ac.jp/kikin/subscription/

北西上空からの全体写真

北西（甲州街道 府中方向）
からの写真

正面玄関 正面玄関から入り、左手を見た
様子

100 周年キャンパス“UEC-Port”

西地区

100 周年キャンパス
“UEC-Port”

UECアライアンスセンター

UECアライアンス
センター

職員宿舎学生宿舎

学生宿舎

東地区

銘板設置予定場所へのご案内

UECアライアンスセンター
1階正面玄関左奥に設置予定

電気通信大学全景



継続的なご寄附に、
ご協力をお願いします。

インターネット利用による
ご寄附のお申込みはこちらです

電気通信大学基金事務局
〒１８２−８５８５　東京都調布市調布ヶ丘１−５−１
TEL：０４２−４４３−５１３２（平日９時から１７時まで）
メールアドレス：kikin@office.uec.ac.jp

古本募金　本でつなぐ未来プロジェクト」にもご協力ください
基金についての最新情報はWebをご覧ください　http://www.uec.ac.jp/kikin/


